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介護保険なんて使いたくない？！！いえいえ、介護保険を使いながら、今まで通りの趣味やボランティアを継続している

方もたくさんいます。一時的に介護保険を利用して、元気になったら卒業するそんな活用もできますよ。

介護保険を使ってイキイキ暮らす
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豊田地域ケアプラザ

イベントカレンダー

豊田地域ケアプラザ
マスコットキャラクター
りっぷるん

【12月のあいさつ標語】 あいさつは 今日がはじまる 第一声

今月号の内容

介護保険を活用しながら、

自分らしい暮らしを続けて

いる方を特集します。

豊 田 だ よ り
～ 豊田地域ケアプラザ広報紙 ～

2 0 2 3年12月号

みんなで
カレーライスを
食べよう！

❤

ハンドベルです。
お楽しみに！！

【事前申込制】
鳥笛を

作りますよ～

【事前申込制】
正月飾りを
作ります～



と話すのは、今回の表紙を飾って

くれた大石高弘さん（89歳）。今

回は、「とつか宿場まつり」の出

演でした。大石さんのスケジュー

ル帳は、毎日予定でいっぱい！週

に1度はデイケアサービス、週2

回は地域の体操、そのほか、近く

のケアプラザで開催されるサロン

やマージャンにも参加しています。

大石さんが15年前から行なっ

ているのが、紙芝居ボランティア。

区役所が募集していた紙芝居講座

に参加し、そこで出会った仲間

「紙芝居一座さかえ」と一緒に年

紙芝居を続けるために、
デイケアを続けるんだ

2 3

に2回栄図書館で実演するほか、

依頼に応じて様々な場所で紙芝居

を披露しています。

紙芝居ボランティアを始めた

きっかけは、「横浜人形の家」で

舞台の片づけボランティアをして

いた頃。『あかいくつ～ヨコハマ

物語～』への出演者募集があり、

ペリー役で参加することになりま

した。最初は、やったこともない

し「できない」と思っていました

が、何度も誘われチャレンジした

ところ、先生や評論家の方から褒

められ、自信になったそうです。

今では紙芝居だけでなく、人形

劇や腹話術の活動もしています。

週1回のデイケアサービスでは、

エアロバイクなど機械を使った運

動で、筋トレに励んでいます。そ

のせいか、89歳になった今も、

ご自分ですべての荷物を活動場所

まで運んで行くほどお元気。

「呼んでくれたら、いつでも行

くよ！」といつもニコニコ言って

くれるので、地域の集いの場やデ

イサービス、地域のお祭りでも

引っ張りだこの大石さんです。

2年前に脳梗塞を患って麻痺が残った廣井貞治さん（64歳）。

病気をきっかけに、蕎麦屋の仕事を引退し、はじめての一人暮ら

しを始めることになりました。

最初は、慣れない生活に鬱々とする日々。ケアプラザに来ては

「死にたい、死にたい」と涙ながらに話していました。今では週

1回のデイサービスや訪問看護による体調管理といった介護保険

サービスを利用しながら、「ファーム赤とんぼ」（ケアプラザの

植栽管理や畑作業をするボランティアグループ）に参加したり、

気が向けば映画を見に行ったり、三渓園まで散策に行ったり。時

には親しい人たちに憎まれ口をたたきながら、楽しい日々を送っ

ています。

椿記子さん（83歳）も介護保険を

使いながら、趣味やボランティアに励

むお一人。踊りは、結婚前にもやって

いましたが、50代の頃にバイクで大

事故にあい、リハビリのために踊りを

再開し、それからずっと続けています。

介護保険の利用は、夫が亡くなった

79歳の頃。病気で人工関節になった

り、緑内障で左目が不自由になったこ

ともあり、リハビリデイサービスに通

い始めましたが、コロナになり、通う

のをやめてしまいました。でも、自分

で運動しても続かないし、体力も落ち

てしまうし。。と思っていたところ、

友人からデイサービスへ一緒に行くこ

とを提案されました。

社会福祉士「宅ちゃん＆星野くん」コラム

介護保険制度は、介護が必要になった高齢者やそ

の家族を社会で支える仕組みとして、４０歳以上

の全員が加入する社会保険です。ですが介護保険自

体は皆さんご存じでも、その詳細については『良

く分からない』という方が多いのではないでしょ

うか?

高齢者本人やご家族からは『保険料は支払ってい

るけど、使い方が分からない』『どのような

サービスがあるか知らない』という声を良く耳

にします。

いざという時慌てず、制度を上手に活用して

いただく為にも、抑えておきたい介護保険のポ

イントを、次回からご案内出来ればと考えてい

ます。よろしくお願いいたします。
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思い切って行ってみたら、たまたま踊

りの関係で以前ご一緒した方と再会す

るなど、ご縁を感じて、今は楽しく

通っています。

踊りは現在、地域の仲間と「桜会」

と「竜桜会」に参加しています。こち

らもすでに２０年以上続けていて、仲

間とはもう、気の置けない関係。椿さ

んの体を気遣って、夜の練習の後は、

車で家まで送ってくれます。毎月の定

例会のほか、デイサービスでの披露や

地域のお祭りなど、ボランティア

でも活躍しています。
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